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発症後,脳硬茎を併発 してから,血糖の動揺と低血糖発

作の頻発をみた.強化インスリン療法 (ICIT),持続皮

下注入法 (CSII)では十分な血糖制御ができず CIPII

を行った.

方法 :シリコン製カテーテルを腹腔内に 10cm 挿入,

更に 10cm の皮下 トンネルを通して ニプロ社製 SP-3

持続注入ポンプに接続,baSal注入は夜間減量,bolus

注入量は各食前血糖からスライディング･スケールによ

り決定した.

結果 :効果判定は後藤らの方法で算出した M 値を用

いた.Mean±SD は ICITが 107.0±63.5, CSIIが

73.5±53.1であるのに CIPIIは 24.3±9.5と有意に低

値であり,低血糖発作 も殆んど消失 した.Bolus注入

後の血中 freeinsulinのピークは30-60分で正常人の

分泌型に類似していた.

5. 糖尿病性腎症に対する FUT-175の

効果
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臨床的に糖尿病性腎症 と診断 された 8例 に対 し,

FUT-175(以下 FUT)を投与し,その尿蛋白減少効果

をみた.FUでIOmgを維持電解質液 100-200mlに溶

解 し,60-90分かけて点滴静注し,原則として 2週間投

与,症例により1日2-3回に増量 した.上記の8例に

対し,のベ14回の治療を行なった.

尿蛋白は 118-18g/日(5186±4130,M±SD)かう,

治療終了時3.82±3.45,2週後3.29±1.86g/日と,それぞ

有意の低下を認めた.尿蛋白減少率は37.3±15.7%で,

25%以上の減少が11治療例 (78.5%)にみられた.浮腫

があった 7例中3例で浮腫が消失 した.投与後,血清総

蛋白,血清クレアチニン,C4,CH50が有意の上昇を

示 した.クレアチニン上昇を示 したのは,いずれも前借

1.2mg/dl以上の症例で FUT中止後低下 している.

クレアチニン上昇度と尿蛋白減少率は有意の逆相関を示

した.以上,FUTは尿蛋白減少に対 して有用な薬剤と

考えられた.

6. 糖尿病における HPLC法による HbAl,
安定型及び不安定型 HbAIcと HbF同時
測定の臨床的意義 (罪二報)
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前に報告 した HPLC法による HbAl,安定型 (8-

HbAIc)及び不安定型 (1-HbAIc)と HbFの同時測

定の糖尿病における臨床的意義について検討 した.

S-HbAleは健常人及び糖尿病患者においても空腹

時,各食前食後共に有意の変化を認めず日内変動は見 ら

れなかった.1-HbAIcは同時測定の血糖値 と良好な

相関を認め,健常人及び良好なコントロール状態の糖尿

病患者では極めて低値であった.しかし,高血糖時なら

びに血糖値変動の大きい時は高値を示め した.HbF は

糖尿病患者に高率に認められた.1)本法によるS-HbA

Icは日内変動を認めなかったことより,従来の空腹時

のみならず随時採血時でも長期の血糖状態の良い指標に

な りうる.2)1-HbAIc測定は高血糖ない し血糖変動

の有無の良い指標になりうる.3)HbFの糖尿病におけ

る病理的意義については不明であるが,無視できない要

素である.

7. ダ リクアフインデ ィスポ GHbの使用

経験について
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1. 日的 :HbAlの測定において,測定温度,HbF,

近時の血糖値に影響を受けないアフイニティカラム法 :

ダリクアフインディスポ GHb:生化学工業 (ダリクア

フィン)を検討 したので報告 します.

2.結果 :ダリクアフィン法は再現性や従来法との相

関も良好で,測定温度の影響もな く,HbFや不安定型

Hbの影響も受けないと思われた.又同法による正常値

も他施設と比べ同様な結果が得られ,性別,年令差は認

められなかった.

以上の結果により,ダリクリアフィン法は,糖尿病コ

ントロールの示標としてより有用な方法と思われた.尚

現在当検査室では本法を用いた方法で実施 しているが良

好な結果が得られている.しかし,い くつかの問題点が
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残されている為,今後さらに検討を加えていきたいと思

ラ.

8.新 しい栄養指導 の試み

-バ ランス レ-ダーチ ャ- トを用いて一

望冠 省警 :元高 希萌 (木 戸 病 院)

⊂:コ

昭和59年11月よりコンピューターによる栄養指導を開

始 した.当院の指導内容は 1サイクル 2回に分け 1回目

｢食事療法の基本｣2回目 ｢外食 し好食品の応用等｣であ

る.三日間の食事を患者に記入してもらいそれと共に年

令,住所,身長,体重,運動量を入力する.

oこの指導法を用いて行った成果を上げた例 ① 36才,

男性.最高体重が 88kgあったのに対し2ケ月後,体重

72kgになる,指示カロリーの厳守によ り血糖値も低下

する.

｡問題点の残る例 ㊤33才,男性.57年に発症食事治療

の意欲がなく毎日飲酒 している.カロリー,バランスと

も不規則で現在に至る.

コンビュ-タ-導入によって,今までやれなかった微

量栄養素の計算ができ,また短時間でバランス面,食事

摂取状況が一目で判断できるようになった.

今後の問題点としてエネルギー必要量が ｢食品成分表｣

による栄養所要量によって算出されているがこれを指示

カロリーに合せて行えるようプログラムの改良が必要で

ある.

9.HPLC法による HbAl安定型及び不安

定型 HbAIcと HbFの同時測定法の

確立 (第〟報)

小林幸子･島宗良子関野千賀子･酒井由美子
鴨井 久司 ･金子 兼三
荒井 奥弘

丸山 信幸

(岳票歪墓藁病院)
( 同 内科)

(詣 ケミファ研)

加瀬沢信彦 (雪質讐康管酌 )

糖尿病患者の長時的コントロール状態を示す指標とし

て,今迄 ミニカラム法による HbAlの測定を行な.って

来たが,この方法は温度条件の問題,HbF及び不安定

型 (Labile)HbAIcも測 り込む為,実際に必要な安定

型 (Stable)HbAIc値に誤差が生ずる.HPLC法で

は Ala,Alb,F,Ale,Aoの分離までが限度 とされ

ていた.

我々は LabileAIcと StableAIcを前処理なしに,

同時測定可能な方法を確立 し得た.その結果,Labile
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AIcはその時点の血糖値によく相関 し,StableAIcは

75gOGTT,一日血糖いずれも変化が見られず,採血時

刻を選ぶ必要がない事がわかった.

当院職員 N-72の早朝空腹時採血による正常範囲は,

烹±2SD で Ala-0.49±0.22,Alb-0.72±0.38,F-

0.43±0.50,LabileAle-0.34±0.22,StableAIc-

4.81±0.69である.尚当院での HbFは健康成人の6-

7%が F値 1%以上を記録 し,成人糖尿病患者では最高

4.8%,成人再生不良性貧血では7.9%を記録 している.

LabileAIcも高血糖患者において2.6%を記録 してい

る事から,我々のこの方法は,データー的にも信頼性が

高 く,他の血液疾患や異常ヘモグロビン検出にも有用な

方法であると思われる.

10. 糖尿病治療に於 け るアルギニ ン ･糖負

荷試験の意義 についての検討

岩崎 洋一 ･奈良 芳則 (燕労災病院内科)

糖尿病治療による内因性インスリンの反応性の変化を

みるために,糖尿病患者を,インスリン療法が不可欠な

群 (いわゆる IDDM),当初インスリン療法を必要とし

たが後に不要となった群,経口剤で コ ン トロール可能

だった群そ して食事療法のみでコントロ-ルされた群の

4群に分類 し,治療初期と治療 3カ月後とにそれぞれア

ルギニン 30g負荷試験と 75gOGTT とを同時に施行

して,それらに対するインス リンの反応性を比較 した.

その結果①糖負荷試験の血糖曲線には個体差があ り,樵

尿病コントロールにより殆んど影響を受けなか った.

㊥糖負荷試験でインス リン産生指数0.2以上の症例は食

事療法のみでコントロール可能であった.③インス リン

産生指数が0.05以下でアルギニン負荷時のインス リン反

応性が1.5倍以下の症例は長期にわたるインスリン療法

を必要とした.④糖尿病のコントロ-ルにより糖 ･アル

ギニン両負荷試験のインスリン反応性は改善 したが前者

でのそれが顕著であった.

ll. 当院 におけるイ ンス リン自己注射の実態

調査

- これか らの指導の充実のために一

誤報享:聖賢震享亀野民病院)
現在私達が行なっている注射指導内容は,手技的な面

に片寄っているのではないかと考えられた.そこで,日

常生活の中で自己管理ができるような指導を行なう資料

とするために,実態調査を行なった.


